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■沖縄らしいレトルトカレー
　日本人はカレーが大好きだ。カレーライス、うどん、パンな
どカレーに関する市場は大きい。そこに、今年７月に沖縄物
産企業連合から発売された沖縄レトルトカレーが加わった。
種類は３つ、「泡盛仕込みの石垣牛カレー」・「肉みそ仕立
てのコク旨島豚カレー」・「太陽と島の恵み　トマトと久米
島鶏カレー」で、それぞれ、泡盛や肉みそなど沖縄伝統の
企業とのコラボ商品になっている。
　沖縄物産企業連合は、ネット販売及
び８店舗の全国展開の直営店、また県
内外（主に県外）のスーパー、百貨店、 
生協など卸販売をしており、 今回のカレ
ーも直営店・ネットはもちろん、県内外の
上記のチャンネルへ販売していく予定。
　「おかげさまで大変ご好評を頂き、製
造が追いつかない状況です。現在調整
中ですが県内スーパー等で販売できる
のはまだ先になりそうです」と話すのは沖縄物産企業連合商
品部の平良樹氏だ。
　「３月に東日本大震災があり、９割方県外向けに商品を販
売している当社でも何かできないか、長期保存できる商品
は何かないのかと声が上がったことが今回のカレー開発の
きっかけでした」
　そこから、商品を通して沖縄をアピールできるものを考え、１
社でなく多くの企業と提携することで沖縄から元気を発信しよ
うとコラボが始まった。理念に賛同してもらった企業の製品を
使い、沖縄物産企業連合からは企画と販路を提供し、わずか１
ヶ月程の短期間で販売までこぎつけた。大変にスピーディーな
展開である。「ここが一番苦労しました」と平良氏は苦笑する。
　「通常３～４ヶ月はかかるものを、デザインおこし、パッケージ
印刷、味の調整など全てを同時進行でやりました。カレーといえ
ば夏ですし、当社でも６～９月がもっとも商品が動く時期、すなわ

ち多くのお客様にご利用いただけるんです。夏が始まる前に販
売できないと、売りを逃してしまいますから」。平良氏の読み通
り、タイミングがずばり当たってかなりの人気商品になっている。
■こだわったクオリティ
　ハイスピードな商品開発の中でもクオリティにはこだわっ
た。素材選びや肉みその配合、商品のラインナップには特
に気を配ったという。
　「肉みそが少なすぎると風味が感じられず、多すぎるとカ

レーの味を邪魔してしまう。沖縄の伝
統的な肉みその味とコクがわかるよう
に気をつけました。石垣牛と島豚はす
んなり決まりまして、牛豚ときたら後は
鶏だろうと鶏肉カレーを加え３種類。一
番バランスがいいラインナップです」
　ターゲットは20～40代の独身、男女。
ちょっと贅沢したい時や、いつもと違う
カレーを食べたい時に手が伸びやすい

価格に抑え、よりキャッチーな商品に仕上げた。
　ネーミングもパッケージデザインも一目で特徴がわかるよ
うになっており、協力企業のロゴも前面に掲載、他とは一線
を画している。また、パッケージの裏には、沖縄をしっかりPR
するために協力企業の紹介スペースがある。
　素材を生かした商品づくりはもちろん、地元企業との連携
でより沖縄らしさを発信していきたい、と平良氏は考えている。
「沖縄の人は意外に沖縄食材に疎いと思います。そういう
県民の食卓にのぼる商品を開発したいですね。商品を通じ
て沖縄を発信するのが僕たちの仕事ですから、県外の市場
にどうマッチングさせるか。流通ルートの協力や価格調整、
そういった点で一次産業・二次産業と多くの方 と々協力して、
僕らなりの沖縄らしさを打ち出していきます」
　沖縄県産の食材とカレーがうまくかみ合ったように、これ
からも新しい“沖縄らしい”製品開発が期待される。

女性に人気のスパイシーな「太陽と島
の恵み　トマトと久米島鶏カレー」。甘味
と酸味のバランスが絶妙で、鶏肉もしっ
かり味わえる。

商品部商品課　課長補佐　平良樹氏

他企業とのコラボで、沖縄から元気を発信。
商品を通していかに「沖縄」をアピールするかが鍵。
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商業者主導による商品開発

連携パターン

沖縄食材のPRのため

参入のきっかけ facebook の登場で費用をかけずにプロモーションを行うことがより容易になった。新商品発表
会の開催や、報道機関との連携による広報力強化も重要な企業戦略の一つだ。

　今回は、県内のものづくり中小企業の成功のポイント
６ＰＳの１つ、宣伝・広告（Promotion）の力について、県
内事例からいくつか紹介してみたい。
●報道機関と上手く付き合って広報力を高める
　今や沖縄を代表するヒット商品、辺銀食堂の「石垣島
ラー油」。さて、この商品のテレビやラジオＣＭ、宣伝チ
ラシなどを見聞きしたことがあるだろうか。おそらくほと
んどの人がイメージできないはずだ。それでも商品を知
っているのは、もちろんテレビ、新聞・雑誌などのメディア
の効果だろう。もう一つ、知名御多横（ちなオーディオ）も
同様のパターンであろう。聞くところによると、基本的に
取材は断らないそうである。実に立派な姿勢だと思う。
　海邦総研も「ビジま～る」という情報誌を発行しており、
県内企業へ取材依頼をする機会も多いが、感覚的に概
ね３割程度の企業から取材を拒否されてしまう。無料で
あることを説明しても「対応できる人がいない」、「忙し
い」という理由で断られることもある。企業の宣伝をタダ
で行う提案といえども、そこには面倒くささという壁が存
在するのだろうか。
　資金的に広告費に多くを割けない沖縄の企業にとっ
て、パブリシティの活用は欠くことのできない有効な戦
略だ。パブリシティとは企業側の責任において発信する
広告ではなく、報道機関（媒体）から主体的に発信され
るものだ。わかりやすく言うと、テレビ局や新聞社等が取
材して情報を編集し、企業側から見ると報道機関が無
料でそれを発信してくれるのだ。実際には、プレスリリー
スを配布したり、記者会見を行うなどして情報を提供す
る。県内企業は、新商品発表会をせず、なし崩し的にお
付き合いの深い取引先から販売を始めるというパター
ンが多い。単に①商品・サービス概要を作成し、②発売
開始日を確定させ、③プレス発表の段取りを各種公的
機関の協力を得ながら行う、この３過程だけで話題性を

高めることができるのだ。「いや～、うちの商品じゃ、マス
コミの人は来てくれないよ～」という方もいるかもしれな
い。そう！その通り、その商品・サービスは特徴が弱く、報
道機関始め、一般消費者の心に響かないレベルなのだ
ろう。となると、営業をかけて売ることに一生懸命となり、
効率も悪くなる。でも安心されたい。これまで私が商品
開発に関わってきた企業で、報道関係者の協力が得ら
れなかった事例はほとんどない。サミット開催とあればそ
の対応ＰＯＳを発売（レイメイコンピュータの事例）したり、
環境志向の強い商品を開発（サンシャトゥーの事例）す
る。時流に応じた商品・サービスを提供することでも露出
度は高まるのだ。
●facebookなど新しい広報ツールを積極的に活用
　ＩＴ環境の進化によって、報道関係者を経由しなくとも、
コストをかけずに効果的に情報を発信できる時代になっ
てきた。久茂地の白鳥という焼鳥屋は、開業前からブロ
グを起ちあげ、営業ノウハウの提供を呼びかけたところ、
オープン時には協力した多くのファンが集い順調に開業
できたという。また、最近ではアイドルユニットさえも、無
料動画サイトのYouTubeを活用して売り出す事例も
見られる。商品開発の映像をネット上で一部公開する
方法もあるだろう。さらに、facebookの登場で、情報伝
達スピードが格段にアップしている。自分が発信した情
報はネット上の友達に、さらにその友達へとあっという
間に伝わる。人脈の広い経営者にとっては、画期的なツ
ールだ。最近では、私は社員募集広告や、支援企業の
商品紹介発信手段としても活用している。パソコンは苦
手･･･となると、今やかなり多くのビジネス機会を失うこ
とになる。
　「報道機関」と「パソコン」の２つを上手に活用すれば、
より効果的に、かつコストをかけずに広報できることを強
く認識していただきたい。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

左から、「肉みそ仕立てのコク旨島豚カレー」、
「泡盛仕込みの石垣牛カレー」、「太陽と島の恵
み　トマトと久米島鶏カレー」。
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